日本司法支援センター　埼玉地方事務所長　殿
弁護士／司法書士　　　　　　　　　　　　印　［登録番号：　　　　　］

　　　

通訳サービス実施申請書　（事前申請が必要です）
　下記の案件について、民事法律扶助業務運営細則第12条の６に係る通訳サービスの実施を申請し、地方事務所長の承認を求めます。
通訳サービス実施の流れ
1 申請書を、相談実施前に最寄の法テラス事務所までご提出（ＦＡＸ可）ください。

2 受領した法テラス事務所において、事案の内容や通訳を要する理由等から実施の可否を判断し、申請者（弁護士・司法書士）にＦＡＸ（又は電話）にてご通知します。
3 実施後1ヵ月以内に援助申込書・相談票を①を提出した法テラス事務所にご提出ください（ＦＡＸ可）。
	申請日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	相談実施（予定）日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日（　　　　）

	申込者
	氏名　　　　（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　　　年　　　月　　　日（　　　　歳）
在留資格　有　・　無　

	使用言語
	

	通訳人氏名
	

	通訳人住所
	

	相談内容
	

	通訳を要する理由
１か２に○をし、２の場合は
※に記入してください。
	１　申込者が外国人で日本語の理解力が乏しい
２　その他の通訳を要する特別な事情がある
※通訳を要する具体的事情

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

	申込者の資力

相談予定者において確認し、
□にチェックをしてください。
	□業務方法書別表２「法律相談援助資力基準」に該当していることを確認しました。

例：収入要件・・・一級地在住者　単身20万200円以下、2人家族27万6100円以下

資産要件・・・単身180万円以下、2人家族（申込者と配偶者の現預金計）250万円以下

	申込者の法テラス相談利用履歴


	業務方法書16条2項（同一申込者に対する法律相談援助は、同一問題につき3回を限度とする。）に基づく確認。（不明の際は事務局までお問い合わせください）
１　今回と同一案件で相談したことがある。

２　今回とは別案件で相談したことがある。

３　法テラスの利用は初めて


　法テラス使用欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［20　　－　　　］　　

上記承認いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
弁護士 ／ 司法書士　　　　　　　　　　　　殿

日本司法支援センター埼玉地方事務所　所長　　　　　　　（印）

